	２４年度 第１２回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　３月１３日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、長谷川、立花
引地、沼田、安彦、三浦
欠席者　　前谷津
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 
６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　村井、大友
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
　２月２４日（日）　管理士学術大会

　３月　２日（土）　放射線管理者研修会

　　　　　　　　　　　宮城消化管撮影技術研究会

　３月１３日（水）　第１２回常務理事会
　３月１６日（土）　宮城県乳房撮影研究会

　３月１８日（月）　緊急被ばく医療ネットワーク会議

　３月２１日（木）　第８回スキルアップカンファランス

　３月２３日（土）　宮城県放射線技師会特別講演会

第４４回総会
表彰者および定年退職者祝賀会
　４月　５日（金）　第４支部ＭＲＩ勉強会　

　４月１０日（水）　第１回業務執行理事会
　４月２０日（土）　新理事研修会及び第１回理事会
②議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 公益社団法人移行登記関連状況について

　３月１１日、移行登記について法務局と打ち合わせを行った。登記するためには、設立登記・解散登記申請書、登記すべき事項書類の３つであり、添付すべき書類には移行認定謄本、総会議事録、理事・監事就任承諾書が必要となる。
２３年度３月の総会が震災で５月に流れたため、理事・監事の任期が２年となっているため、５月まで任期があることを指摘され、４月１日の登記となれば理事・監事全員の辞任届を出してもらうように指導された。
３月３１日をもって理事・監事全員辞任するという事を決めて頂きたい。そのあとの書類等、申請に関して公益移行準備委員会、事務局が手続きを行っていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
2． 第４４回総会について
　前回常務理事会での総会資料の修正・訂正の指摘事項の確認を行った。

　新役員改選は新定款に乗った選挙をしなくてはならないかどうか確認が必要であるため、選挙管理委員会に確認を取ることとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
了承

３．緊急被ばく医療マニュアル改訂案について

　東日本大震災で中断していた緊急被ばく医療マニュアル改訂の「心のケア」に宮城県放射線技師会が参加する内容が盛り込まれた。内容の確認と修正個所について議論して頂きたい。
　心のケア体制に、「災害対策本部は、医療関係者（医師、保健師、看護師等）、心のケアの専門家（精神科医、臨床心理士等）、診療放射線技師（宮城県放射線技師会）等と連携し、救護所、保健所等に心のケア実施の拠点を置き、対応にあたる」とある。
-　医療関係者の枠から外して、放射線に特化した診療放射線技師（宮城県放射線技師会）としたのは良い事であると考える。
-　サーベイに関したことについてはどのような対応を行なっているか。
-　今の形ではサーベイには技師会は含まれていないが、医療施設ごとのサーベイに対して技師会がマニュアル等を作成してもらえればよいと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．ホームページの追加・修正について
①　会員登録情報の「変更届」について
　従来６月発行の会報に「会員異動変更届」の葉書が添付されていたが、２４年度より会報発行の変更とホームページのリニュアールで昨年の７月号には添付していなかった。ホームページの「各種申請書類」という会員向けのコンテンツがある。その中に会異動変更届の書式を入れて、メールで添付又は封書で郵送で出してもらう事を提案したい。合わせてホームページだけではなく、従来のような葉書等で案内したい。葉書等については５月の総会資料に同封して発送することを提案する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 会員の情報管理として、５月の総会資料発送までに書式案を作成して次回常務理事会で検討することとし、合わせて、全会員の情報を把握できる書式を作成してはどうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　了承

②　「過去のお知らせ」の追加について
　ホームページのトップページ、「News & Topics」は頻繁に入れ替わっている。「過去のお知らせ」を見る仕組みは作ってはあるが、検索することが分かりづらいことから「News & Topics」に「過去のお知らせ」ボタンを追加することを検討している。数万円の費用が発生することから早急に見積もりを取り、次回理事会に図りたい。

· 広報部の維持・管理費の枠内であるので追加作成の報告で良い。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．平成２４年度祝賀会について

　第４４回総会終了後、１７時より開催する。

　会場は４Ｆカトレア、写場と同じ階となる。

　現在、定年退職者２名、受賞者６名の方が出席予定である。会員、賛助会員からの申し込みは４０名程度である。　祝辞を八島前会長にお願いした。理事代表、賛助会員代表からの祝辞は未だ決定していない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
· 会員への広報はどのようにするか。

· ホームページに祝賀会の案内広報はしている。
今週中に施設と個人に案内状が届くことになっている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
６．その他
①　口座開設について

　預金額１，０００万円までが預金保護されることから
定期預金の口座を開設すると運用し易くなるため、１つ口座を増やしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承、②　県民公開講座について

　５月総会時に　県民公開講座を予定している。

　今回はどのような講座を設けたらよいか。

· これまでは病気の事を主に講演してきた。一般の父兄が聞いてくれる内容が良いかと考えている。
会長が講師に早急に打診することとする。
　　了承

③　新理事会研修会について

　平成２５年４月２０日（土）、戦災復興記念館４Ｆ

　日程

　理事会：午後３時～午後７時

　新旧理事意見交換会：午後７時～午後９時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

④　多賀城市画像展について

昨年１２月、多賀城市高橋地区で　画像展を開催する予定であったが、衆議院選挙の為延期となった。

その後町内会と相談した結果、６月９日(日)に開催することとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

各部・委員会報告事項
１．総務部
①　第４４回総会日程について
平成２５年３月２３日（土）、仙台サンプラザ　１Ｆ　ローズ
日程

　特別講演会　：午後１時３０分～２時３０分

総　　会　　　：午後３時～４時３０分

会長選挙　　：午後４時３０分から午後５時　

平成２４年度祝賀会：午後５時～午後７時　５Ｆ　カトレア
　総会委任状の取りまとめをお願いします。
②　放射線管理者研修会報告
　3月2日（土）、
情報･産業プラザ（AER）6階セミナールームで開催。
参加者　　３３名（看護師３名）
　会場費、講師謝礼、通信費等１０３，７２２円の支出
③　生涯教育カウント申請の依頼について

研究会主催者に対する生涯学習カウントについて賛同して頂く依頼文を６団体に依頼した。
２．学術部
①　平成２４年度特別講演会開催について

　日　時：平成２５年３月２３日（土）１３：３０～１４：３０

　場　所：仙台サンプラザ　１階　ローズ

　テーマ：「放射線機器にかかわる医療訴訟リスクと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その対応について」

　演　者：鶴見　晃二　先生

（ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社法務本部長）
　座　長：小野　勝範

　　　　（東北大学病院）

②　第８回スキルアップカンファレンス開催
３月２１日（木）、１９時より仙台医療センターで開催

内容

１　脳腫瘍について　　小山　洋　（県立がんセンター）

２　救急領域「改訂第４班　ＪＡＥＣについて」

　　　熊谷　伸作　（みやぎ県南中核病院）

３．法人部
①　宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」への相談員派遣について

2月１４日（木）の多賀城市を最終回として、県内７会場において相談会を終了した。延べ３３名の会員の協力を頂き、専門知識を県民に役立てることができた。講師の坂本先生から技師会へ励ましの手紙と資料を頂いた。
②　宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」

　　ワーキング会議報告

　２月８日開催、震災時に各組織で独自に発行したサーベイの証明書のひな型をマニュアルに掲載することとなった。宮城県が書式を示し、測定会場と測定者の署名を記入する内容となりそうである。次回は３月１８日に第２回宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」が予定されている。
③　平成24年度

放射線機器管理士・管理士合同学術大会報告
　２月２４日、仙台医療センター・メディカルトレーニング

センターで開催。
参加者　４３名、藤盛先生の「放射線被ばくと甲状腺疾患」の講演は充実した内容であり、会報の投稿を快諾頂いた。

４．広報部
　ＯＣＭとの契約解除について
　前ホスティングサービスＯＣＭとの契約が解除されていなかったことが３月１１日判明した。あらためて契約解除の手続きを行った。
５．財務月例会計報告（平成２５年２月分）
①　管理者講習会講師謝金、５０，０００円、１０，０００円
2 管理者学術大会講師謝金、４５，０００円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　交通費、３，０００円
3 会誌広告代金、３０，０００円入金

4 郵便局普通口座から４００，０００円手許現金化
5 会費口座から３，２５０，０００円、会館維持積立て口座から１，２５０，０００円を使用していない口座に移動。
6 前回理事会で決定した除籍者の会費を引当金額とするため総金額を調査中である。
６．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　なし
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　阿部　伸市　　　　国保川崎病院　　→　　自宅
４．　転　出　　　なし
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　　　
　　草野　国雄　　　予防医学協会検診センター　　
7． 除籍者　　　　　　
大和田　陽子　　自宅　
会員数　　５１０名
②　督促について

会費未納者に対して、３月に入って電話作戦を行った。連絡の取れない会員もいたが、ほとんどの会員は納入の意志があることが分かった。今後も引き続き、滞納・繰越しがないように努力していきたい。
７、その他
①　財団法人公衆衛生協会から表彰を受ける
　３月２２日、ＫＫＲホテル仙台において、平成２４年度の宮城県内の公衆衛生に貢献したことが認められ表彰された。表彰されたのは、技師会のほかに２名の方が受けられた。

· 会長と村井法人部長に出席してもらうこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

②　第４支部　ＭＲＩ勉強会について
　平成２５年４月５日（金)　１９：００～２０：４０
　宮城社会保険病院　３Ｆ　会議室
　会費　無料

　講演　

　一般演題　　「ＶＳＲＡＤを用いたてんかんの評価」

　特別講演　　「脳体積の画像診断ＢＡＡＤによる

語想起機能の評価」

· 第一三共と共催で行うこととする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

８．閉会の辞　山田副会長
以上、２１時３０分閉会となる。
２０１３年　３月１３日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事    村井　均　　㊞
常務理事  　　大友　一匡　㊞
